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「
第

回
国
内
観
光
活
性

化
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
い
し
か

わ
」
を
、
石
川
県
の
谷
本
正

憲
知
事
を
は
じ
め
石
川
県
内


市
町
の
首
長
の
ご
熱
意
を

い
た
だ
い
て
、
石
川
県
に
お

い
て
開
催
で
き
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。

　
ま
た
、
全
国
各
地
で
ご
活

躍
の
全
国
旅
行
業
協
会
の
会

員
の
皆
さ
ま
、
観
光
振
興
に

ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
自
治

体
、
観
光
産
業
の
多
く
の
皆

さ
ま
に
ご
参
集
い
た
だ
き
、

心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
石
川
県
は
、
日
本

三
名
山
に
数
え
ら
れ
る
白

山
、
肥
沃
な
加
賀
平
野
、
目

の
前
に
広
が
る
日
本
海
域
な

ど
豊
か
な
自
然
に
よ
っ
て
、

加
賀
野
菜
な
ど
の
農
作
物
や

新
鮮
な
海
の
幸
の
恵
み
が
も

た
ら
さ
れ
、
ま
た
、
加
賀
百

万
石
の
城
下
町
と
し
て
栄

え
、
北
前
船
の
往
来
で
に
ぎ

わ
う
な
ど
、
自
然
と
歴
史
・

伝
統
文
化
が
調
和
し
た
我
が

国
有
数
の
観
光
の
魅
力
あ
ふ

れ
る
県
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
我
が
国
で
は
、
東

京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
る
２
０
２
０
年

に
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
４

千
万
人
に
す
る
と
い
う
目
標

の
も
と
、
関
係
省
庁
に
よ
る

ビ
ジ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
事
業
の

推
進
な
ど
、
海
外
か
ら
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
促
進
政
策
が
力

強
く
展
開
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
そ
の
中
で
、
平
成

年
３

月
の
北
陸
新
幹
線
開
業
を
契

機
と
し
て
、
石
川
県
は
内
外

の
旅
行
者
の
あ
こ
が
れ
の
旅

行
目
的
地
と
し
て
一
層
の
注

目
を
集
め
て
お
り
、
旅
行
・

観
光
産
業
が
さ
ら
に
大
き
く

飛
躍
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
観
光
は
、
国
民
一
人
一
人

の
人
生
を
豊
か
な
も
の
と
す

る
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
経

済
に
活
力
を
も
た
ら
し
、
さ

ら
に
は
国
際
相
互
理
解
の
増

進
を
通
じ
て
、
世
界
平
和
に

も
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
ま

す
。

　
そ
の
意
味
で
、
観
光
を
国

づ
く
り
、
地
域
創
生
の
基
礎

と
す
る
「
観
光
立
国
」
の
実

現
は
、
我
が
国
に
と
っ
て
最

も
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
私

も
国
政
の
立
場
か
ら
、
「
観

光
立
国
」
を
地
方
か
ら
目
指

す
取
り
組
み
を
引
き
続
き
強

力
に
支
援
す
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　
さ
ら
に
、東
日
本
大
震
災
、

熊
本
地
震
、
台
風
な
ど
の
自

然
災
害
は
地
域
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
、
我
々
旅
行

業
界
も
大
き
な
影
響
を
受
け

ま
し
た
。
全
国
各
地
の
魅
力

あ
る
観
光
地
を
内
外
の
旅
行

者
が
安
全
し
て
訪
れ
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、道
路
、橋
、

鉄
道
な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ

が
し
っ
か
り
と
機
能
し
て
い

る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
災
害
に
強
い
国
づ
く

り
を
目
指
す「
国
土
強
靭
化
」

は
、
災
害
時
に
お
け
る
安
全

・
安
心
な
地
域
づ
く
り
と
と

も
に
、
地
域
の
観
光
振
興
に

と
っ
て
も
極
め
て
重
要
な
政

策
の
柱
で
あ
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
回
の
石
川
県

で
の
国
内
観
光
活
性
化
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
開
催
を
契
機
と
し

て
、
石
川
県
の
自
治
体
、
宿

泊
施
設
な
ど
観
光
関
係
の
皆

さ
ま
と
私
共
全
国
旅
行
業
協

会
の
会
員
の
旅
行
業
者
が
一

層
協
力
連
携
を
深
め
、
石
川

県
の
観
光
振
興
と
地
域
経
済

の
活
性
化
の
た
め
に
お
役
に

立
て
る
こ
と
を
心
よ
り
祈
念

申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

　
石
川
県
は
、
首
都
圏
や
中

京
圏
、
近
畿
圏
と
Ｊ
Ｒ
利
用

に
よ
っ
て
約
２
時
間

分
で

結
ば
れ
て
い
る
。
空
路
で
は

九
州
、
首
都
圏
、
東
北
、
北

海
道
ま
で
１
～
２
時
間
の
近

さ
。
高
速
バ
ス
網
も
充
実
し

て
い
る
。
国
内
観
光
活
性
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
を
機
会

に
、
こ
う
し
た
ア
ク
セ
ス
の

良
さ
と
、
石
川
県
内
の
歴
史

に
培
わ
れ
た
「
伝
統
芸
能
」

「
食
」「
祭
り
」「
観
光
」「
温
泉
」

な
ど
の
魅
力
を
全
国
５
５
０

０
社
の
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
会
員
旅
行

業
者
へ
発
信
す
る
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
観
光

庁
・
田
村
明
比
古
長
官
の
基

調
講
演
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
組
織
委
員
会
・
森
喜
朗

会
長
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ

る
。「
明
治
維
新
鹿
児
島
送
客

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
優
秀
会
員

表
彰
と
「
学
生
が
つ
く
る
石

川
県
の
着
地
型
旅
行
プ
ラ
ン

コ
ン
ペ
」表
彰
の
表
彰
式
も
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
前
に
は
石

川
県
支
部
創
立

周
年
記
念

事
業
「
伝
統
芸
能
と
ク
ラ
シ

ッ
ク
の
調
べ

感
謝
の
気
持

ち
を
あ
な
た
へ

」と
し
て
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
・
金
沢
（
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
）
の
演
奏
が
行
わ
れ
る

ほ
か
、山
中
節（
加
賀
市
）、

御
陣
乗
太
鼓
（
輪
島
市
）
も

披
露
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
前
日
の
２
日
に
は

株
式
会
社
全
旅
の
主
催
で
、

「
全
旅
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
商
談

会
ｉ
ｎ
い
し
か
わ
」
が
ホ
テ

ル
金
沢
で
開
か
れ
る
。
Ａ
Ｎ

Ｔ
Ａ
会
員
、受
け
入
れ
施
設
、

観
光
行
政
な
ど
の
関
係
者

と
、
招
待
し
た
台
湾
の
旅
行

業
者
、
業
界
誌
約

社
と
が

商
談
と
懇
談
を
行
う
。

　
「
第

回
国
内
観
光
活
性

化
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
い
し
か

わ
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

す
こ
と
を
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
全
国
各
地

か
ら
本
県
に
お
越
し
い
た
だ

い
た
皆
さ
ま
を
心
よ
り
歓
迎

い
た
し
ま
す
。
一
般
社
団
法

人
全
国
旅
行
業
協
会
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
長
き
に
わ
た

り
観
光
振
興
と
地
域
経
済
の

発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

て
お
り
、
深
く
敬
意
を
表
し

ま
す
。

　
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
着
地

型
旅
行
の
推
進
に
よ
る
国
内

観
光
の
活
性
化
を
テ
ー
マ
に

掲
げ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
着

地
型
旅
行
商
品
の
造
成
の
た

め
に
は
、
地
域
の
魅
力
向
上

な
ど
、
観
光
客
を
お
迎
え
す

る
た
め
の
受
け
入
れ
態
勢
の

整
備
が
不
可
欠
で
す
。

　
本
県
で
は
、
北
陸
新
幹
線

の
金
沢
開
業
以
降
、
多
く
の

観
光
客
に
、
金
沢
を
は
じ
め

県
内
全
域
に
お
越
し
い
た
だ

い
て
い
る
ほ
か
、
東
北
か
ら

の
観
光
客
の
増
加
な
ど
、
想

定
以
上
の
開
業
効
果
が
現
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
開
業

前
か
ら
本
県
観
光
の
大
き
な

魅
力
で
あ
る「
お
も
て
な
し
」

や
「
食
」
「
歴
史
・
景
観
」

に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
、
発

信
す
る
と
と
も
に
、
玄
関
口

で
あ
る
金
沢
駅
の
観
光
案
内

所
の
機
能
を
強
化
し
、
訪
れ

た
方
々
に
満
足
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
努
め
て
き
た
成

果
で
す
。

　
こ
の
効
果
を
持
続
さ
せ
る

た
め
、
本
県
で
は
「
ほ
っ
と

石
川
観
光
プ
ラ
ン
２
０
１

６
」
に
基
づ
き
、
体
験
観
光

の
充
実
や
、
旅
行
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
に
対
応
し
た
き
め
細

か
な
情
報
発
信
、
観
光
客
の

声
に
基
づ
く
お
も
て
な
し
の

改
善
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
う
し

た
中
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開

催
さ
れ
ま
す
こ
と
は
、
本
県

に
と
っ
て
も
大
変
意
義
深

く
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
成
果

を
今
後
の
観
光
振
興
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
県
外
か
ら
お
越
し
の
皆
さ

ま
方
に
は
、
せ
っ
か
く
の
機

会
で
あ
り
ま
す
の
で
、
日
本

三
名
園
の
一
つ
で
あ
る
兼
六

園
や
金
沢
城
公
園
な
ど
加
賀

百
万
石
の
歴
史
や
文
化
、
霊

峰
白
山
や
世
界
農
業
遺
産

「
能
登
の
里
山
里
海
」
を
は

じ
め
と
す
る
豊
か
な
自
然
や

新
鮮
な
海
山
の
幸
、
さ
ら
に

は
全
国
有
数
の
温
泉
な
ど
、

本
県
の
多
彩
な
魅
力
を
ご
堪

能
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

　
終
わ
り
に
、
本
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
開
催
に
当
た
り
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
、
一
般
社

団
法
人
全
国
旅
行
業
協
会
並

び
に
地
元
実
行
委
員
会
を
は

じ
め
関
係
者
の
方
々
に
深
く

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
皆
さ
ま
の
ま
す
ま
す

の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
心
よ

り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

金沢城公園（写真提供　石川県観光連盟）

　
全
国
旅
行
業
協
会（
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
、二
階
俊
博
会
長
）は
、

石
川
県
の
観
光
活
性
化
と
着
地
型
旅
行
の
推
進
を
目
的
と

し
て
「
第

回
国
内
観
光
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
い
し

か
わ
」
を
３
月
３
日
に
石
川
県
金
沢
市
の
石
川
県
立
音
楽

堂
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
。
株
式
会
社
全
旅
が

共
催
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
来
ま
っ
し
・
観
ま
っ
し
・
食
べ

ま
っ
し
～
石
川
か
ら
観
光
活
力
を
！
～
」
で
、
北
陸
新
幹

線
開
業
を
機
に
石
川
県
へ
恒
久
的
に
訪
れ
て
も
ら
い
た
い

と
の
思
い
を
込
め
た
。


